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大会総括 

2024年オリエンテーリング世界選手権大会（Sprint World Orienteering Championships: スプリント
WOC）が，2024年7月11日～16日，英国・エディンバラにおいて開催されました．2年前にデンマークで
初めてスプリントWOC開催され，今回が2回目のスプリント競技のみのWOCでしたが，エントリーは前
回よりも3カ国増えて45か国，アジアからは日本，韓国，中国，香港，カザフスタンが参加しました．
強化委員会では，スプリントWOCに向けて3年前から走力強化，代表選考における走力重視の方
針を打ち出しました．そして今回のスプリントWOCではスプリント力に優れた選手が代表選手に選ば
れ，スプリント力だけをみると世界のトップ選手に大きく近付いたと考えていました．また代表選手を
選考した後には，少人数であっても毎週のよう街中でのスプリントオリエンテーリング練習会を開催し，
スプリントWOCに向けて充実したトレーニングができたと考えています．さらに，競技エリアは事前に
公表されているため，対策地図やコースを用いて充実した机上練習を行うことができました．
競技結果としては，ノックアウトスプリント競技で女子1名が予選を通過して決勝ステージに進む36
名に入ったことは，今回のスプリントWOCの目標としていた「スプリント個人種目35位」をほぼクリアし，
評価できると思っています．またスプリントリレーについても，目標の20位，アジア，北米，南米，アフ
リカ地域の中でトップを達成することはできなかったものの（日本22位，カナダ19位），フィニッシュす
るまでヨーロッパ諸国と秒差の争いをできたことは，今後に繋がる結果であると考えています．
今回の遠征はスポーツ振興基金助成事業として行われたものであり，ここに感謝の意を表します．
またその準備段階においては本当に多くの方々にご支援・ご協力いただき，オリエンテーリングクラ
ブ サン・スーシをはじめとした多くの地域クラブにもご支援・ご協力いただきました．現地入りした後も
予想コースの提供などにご協力いただき，選手たちには大きな支えと励みになりました．改めて感謝
申し上げます．今後も引き続き，日本チームへのご支援ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます．

チームオフィシャル 藤井 範久

【参考】

2024年WOCにおける目標（2024年強化方針より抜粋）

 大会の位置づけ：日本代表選手が目標とすべき最高峰の大会

○スプリント個人種目： 35位（前回最高順位 38位）

○スプリントリレー種目： 20位（前回順位 19位相当） 

アジア，北米，南米，アフリカ地域の中でトップ 
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１. 大会概要 

n 大会名：Sprint World Orienteering Championships 2024

n 主催者：国際オリエンテーリング連盟

n 主管者：スイスオリエンテーリング連盟

n 開催地：Edinburgh, United Kingdom （エディンバラ，英国）

n 大会日程：2024年7月11日〜7月16日

n 大会公式WEBサイト： https://www.woc2024.org/

n 参加国数：45カ国 （表1参照）

n 参加者：競技者254名，チーム役員79名，総計333名

表1 参加国一覧

Federation Men Women
Team

Official
Total

Australia 5 5 2 12
Austria 3 3 3 9
Belgium 3 3 1 7

Brazil 4 4 1 9
Bulgaria 4 3 7
Canada 3 2 2 7
China 4 4 4 12

Colombia 3 3 1 7
Croatia 1 1
Czechia 4 4 3 11

Denmark 4 4 4 12
Ecuador 1 1

Egypt 1 1
Estonia 2 2 1 5
Finland 4 3 4 11
France 3 3 3 9

Germany 4 3 3 10
Great Britain 5 5 6 16

Hong Kong China 3 3 3 9
Hungary 3 3 2 8
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Federation Men Women
Team

Official
Total

Ireland 5 4 2 11
Israel 2 2
Italy 3 3 2 8

Japan 4 5 2 11
Kazakhstan 1 1

Republic of Korea 3 3 6
Latvia 3 3 3 9

Lithuania 3 3 6
Moldova 1 1

Netherlands 2 2 1 5
New Zealand 4 4 2 10

North Macedonia 1 1
Norway 5 4 5 14

Paraguay 1 1
Poland 3 3 1 7

Portugal 3 2 5
Serbia 1 1 2

Slovakia 1 1 1 3
South Africa 1 1 1 3

Spain 3 3 1 7
Sweden 5 6 6 17

Switzerland 6 4 6 16
Turkey 3 3 1 7
Ukraine 3 3 1 7

United States 4 4 1 9
Totals 134 120 79 333
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２. 大会日程

月 日 主な活動，開催競技（競技エリア）

7月3日(水）-10（水） 現地最終トレーニング

7月11日（木） 大会受付，テクニカルモデルイベント（Pollock Halls, University of Edinburgh）

7月12日（金） 個人スプリント予選（Leith），決勝（Central Edinburgh），開会式

7月13日（土） レストデー

7月14日（日） スプリントリレー（チーム競技）（Riccarton Campus, Watt University）

7月15日（月） レストデー

7月16日（火） ノックアウトスプリント予選（Wester Hailes），決勝（Central Edinburgh），閉会式

7月17日（水） 出国（一部18日出国）

氏 名 所 属 出場レース

男子選手

小牧 弘季 アークコミュニケーションズ 個人スプリント，リレー，ノックアウトスプリント

橘 孝祐 ES関東クラブ 個人スプリント，ノックアウトスプリント

根本 啓介 京葉OLクラブ 個人スプリント，リレー，ノックアウトスプリント

橋本 遼佑 神戸大学大学院 ノックアウトスプリント

女子選手

桑原 唯歩 横浜国立大学 個人スプリント，リレー，ノックアウトスプリント

近藤 花保 OLCルーパー 個人スプリント，リレー，ノックアウトスプリント

樋口 佳那 筑波大学 個人スプリント，ノックアウトスプリント

増澤 すず 京都 OLC 個人スプリント，ノックアウトスプリント

川瀬 智尋 奈良女子大学 リザーブ

役 員

藤井 範久 日本オリエンテーリング協会 強化委員会

村越 久子 静岡県オリエンテーリング協会

選手9名（男子4名，女子5名），スタッフ2名

※現地での最終トレーニング含む

３. 日本代表チーム
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３. 競技成績：個人スプリント予選 女子ヒート1
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３. 競技成績：個人スプリント予選 女子ヒート2
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３. 競技成績：個人スプリント予選 女子ヒート3
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３. 競技成績：個人スプリント予選 男子ヒート1
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３. 競技成績：個人スプリント予選 男子ヒート2
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３. 競技成績：個人スプリント予選 男子ヒート3
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３. 競技成績：個人スプリント 女子決勝
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３. 競技成績：個人スプリント 女子決勝（つづき）
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３. 競技成績：個人スプリント 男子決勝
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３. 競技成績：個人スプリント 男子決勝（つづき）
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３. 競技成績：スプリントリレー（1）
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３. 競技成績：スプリントリレー（つづき）
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３. 競技成績：スプリントリレー（つづき）
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３. 競技成績：スプリントリレー（つづき）
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント予選 女子ヒート1
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント予選 女子ヒート2
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント予選 女子ヒート3
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント予選 男子ヒート1
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント予選 男子ヒート2
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント予選 男子ヒート3
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント決勝，準決勝，準々決勝
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント決勝，準決勝，準々決勝（つづき）
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント決勝，準決勝，準々決勝（つづき）
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント決勝，準決勝，準々決勝（つづき）
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３. 競技成績：ノックアウトスプリント決勝，準決勝，準々決勝（つづき）
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■ 小牧 弘季
1月の日本選手権の優勝以降，スプリント種目に特にフォーカスして取り組んできました．フィジカル
トレーニングは質・量ともにこれまでで最も充実していたと思います．また，特に春以降は毎週末のよ
うに代表メンバーで集まりスプリントトレーニングをいろいろな場所で行ってきました．個人的には５月
にフィンランドスプリント選手権に出場し，予選の通過を達成し自信を深めました．
結果は後述の通り，個人目標としていた予選突破や日本チームとしての目標であるリレー20位に

届きませんでした．非常に残念で悔しいですが，競争的なレベルに達していたことは間違いありませ
ん．日本チームとしての成長も実感できました．まずは結果を受け止め，オリエンテーリング選手とし
ての地力を高められるよう今後も努力を重ねていきたいと思います．そして，今回の取り組みをよく分
析し，私と我々に不足していたことを明らかにし，今後に繋げていきます．

皆様には本当にたくさんのサポートを行なっていただき，ありがとうございました．引き続き応援をよ
ろしくお願いいたします．

■ 橘 孝祐
はじめに，今回の世界選手権出場にあたり，多くのご支援や応援をいただきましてありがとうござい
ます． 

私は競技歴12年目の29歳で，初めてWOC代表として世界に挑戦する機会を得ました． 
個人レースでの予選突破を目標に，日本での練習や現地でのトレーニングキャンプを行い，個人ス
プリント予選とノックアウトスプリント予選に出場しました．それぞれ30点，95点のレースでしたが，目
標には及びませんでした．それでもノックアウトスプリント予選では自分の実力を発揮できたと感じて
います． 

WOCを終えて感じたことは多くありますが，3つお伝えします． 
1つ目は，大事なレースで実力を出し切ることの難しさです．日本の夏とは異なる気候への対応が

必要で，結局個人予選は体調不良で走ることになりました．これは日本での競技活動だけではわか
らないことで，大きな収穫でした． 

2つ目は，スプリント競技はFootOで日本人が最も可能性がある領域だと感じました．現状では予
選突破にはベストコンディションと運が必要ですが，運に頼らずに世界と戦うために何が必要かを今
後も考えて実践します． 

3つ目は，サポートしてくれた仲間や共に遠征したライバルへの感謝です．有志のメンバーには直
前練習運営や予想地図の作成などでサポートしていただきました．そのおかげで自分のレベルが上
がったと感じたタイミングがあり，本番でのパフォーマンス向上も間違いなく彼らのおかげです．代表
選考の過程からではありますが，一人で取り組んでいてはここまでたどり着けなかったと思います． 
今回の経験を活かし，さらなる成長を目指してスプリント競技に取り組んでいきます．改めて，多く
のご支援や応援，本当にありがとうございました．

４. 選手のコメント（1）
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■ 根本 啓介
Sprint, Sprint Relay, Sprint KnockOut に出場しました．自身2度目の世界選手権であり，

Sprint予選通過を目標に掲げていましたが，達成できませんでした．今までの海外レースの中で最も
自分の力を発揮できたという点で一定の評価ができると思います．しかし，改めてWOC予選通過の
壁の高さを認識した大会期間でした．
たったの2年間でしたが，この大会で結果を出すことのみを見据えてトレーニングを続けてきました．
レースをすべて消化した今でも取り組みの方向性が間違っていたとは思っていません．自分の力を
発揮することが難しい国際大会で力を発揮するための工夫も，純粋な地力を上げるためのトレーニン
グも効果があったと思います．ただ，2年間でWOC予選通過に値する実力をつけることが間に合いま
せんでした．
今後どのような形で競技をしていくのか，競技をやめるのかまだ決めかねていますが，何らかの形
で日本のスプリント競技力向上に貢献できるよう努めていきたいと思います．

■橋本 遼佑
今回，初めての海外遠征として出場することになった世界選手権。過去にWOCに出場した選手か
ら過去のWOCのレースを見て，決勝に進むためには3:20~30/kmでこなす必要があると知りました．
そのために，週2回のポイント練や読図走，強化委員会発案の練習会に関西・関東問わず参加し，ス
プリント実戦練習の機会を増やしました．
トレーニングキャンプでは，本戦の1週間前から現地入りし，日本国内とは違う建物や路面状態な

どに苦戦しながらもスピードの出る走り方や，ビゲーションの方法をイメージできました．
しかし，スプリント個人予選の日に高熱を出してしまいました。幸いにもノックアウト予選には出場

出来ましたが，△-1で大きなミスをしてしまい， top+2分，予選通過まで1:20という結果となりました．
ヒート運も他と比べて良く，通過の可能性があっただけに，ベストコンディションで戦えなかったことが
とても悔しいです．
今回の遠征で，ベースの走力に加えて，現地での細かい実行でのスピードが足りないことを身に染
みて実感しました．これらを踏まえてトレーニングを重ね， 2年後の世界選手権で決勝に進出するこ
とを目標として頑張っていきます．

最後になりましたが，今回の遠征にむけて御支援・ご声援いただいた皆様，本当にありがとうござい
ました．

４. 選手のコメント（2）
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■桑原 唯歩
はじめに，WOC出場にあたりまして，ご支援，応援してくださった方に感謝申し上げます．今回の

WOCは自分にとって初めての国際大会であり，海外の高いレベルを感じると同時に自分のオリエン
テーリングについて考え直す非常に貴重な機会となりました．
今回は個人予選，リレー，ノックアウトスプリント予選の３本を走り，個人種目では予選通過を目標
としていました．第1戦目である個人予選では，序盤で焦ってしまったことによって入るべき道の方向
を間違えてしまい，結果として予選通過には１分15秒届きませんでした．課題としていた序盤で焦り
をコントロールすることができず，このようなミスをしてしまったことがとても悔しかったです．しかし後
半からは，自分の目標としていた「スピードを出しながら先読みとナビゲーションを両立させる」流れを
スムーズに行うことができ，理想に近い感覚で走ることができました．現在の自分の課題に対して，
意識できなかった点と達成できた点の両方を感じることができ，次につながる貴重なレースだったと
感じています．
リレーでは４走を務め，途中から他国と並走するレース展開となったのですが，落ち着いて自分の
ナビゲーションに集中し大きなミスなく走りきることができました．スプリントリレーを走るのは初めてで
緊張も大きかったですが，メンバーに支えられベストを尽くすことができ嬉しかったです．

WOC出場を経て，スプリント競技は奥深い競技なのだと改めて実感すると同時に，もっと上手にな
りたい，もっと上を目指したいという気持ちが強くなりました．２年後の世界選手権で予選を通過し，
トップレベルの選手たちと戦えるようになることが現在の目標です．海外選手にもっと食らいつけるよ
うになるために，どうすれば強くなれるのか日々考えながら今後もトレーニングを積み重ね，走力や
技術を磨いていきたいと思います．

■近藤花保
初めに，今回の世界選手権出場にあたりご支援をいただきありがとうございました．無事に本戦を

終えることができました．
昨年９月に世界選手権を目指す決意をし，世界の舞台で戦う準備をしてきました．初めての海外へ
の挑戦で不安でしたが，コーチのご指導を仰ぎながらできる限りの準備をして臨みました．
本戦はスプリント個人予選，スプリントリレー，ノックアウトスプリントを走りました．ずっと目標にして
いたスプリント個人予選は通過することができませんでしたが，レースで世界と戦える少しの手応え
を感じ，次のレースへ繋げました．リレーでは24位でチェンジオーバー，最終22位とチームとしてい
い走りをすることができました．ノックアウトスプリント予選では3日間の集大成としてベストなパフォー
マンスをすることを目標にし，トップスピードで入り限りなくミスを減らしてレースを終えました．結果11
位に入ることができ予選通過が叶いました．通過が分かった瞬間は本当に嬉しく，努力してきて本当
に良かったと思いました．準々決勝では世界のトップ選手と走る機会を得ましたが，どんどん離され
ていくトップ選手の背中に自身の足りない点を痛感させられました．通用したこと，通用しなかったこと
など，本大会を通じて得た多くの経験を日本に持ち帰り，オリエンテーリング界に貢献したいと思いま
す．

最後に改めまして，多くの方にご支援ご声援をいただき世界選手権で戦うことができました．本当に
ありがとうございました．今後ともよろしくお願いいたします．

４. 選手のコメント（3）
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■樋口 佳那
今年は昨年度に引き続き2度目のWOC出場でした．昨年のフォレストWOCと今年のスプリント

WOC両方に参加することによりそれぞれのトレーニングキャンプの違いを大きく感じる遠征となりまし
た．フォレストWOCでは日本と全く異なる植生や地図の描き方にどれだけトレーニングキャンプ期間
で順応できるかということが求められ，2部練をする日も多く練習にかかる時間も長いため，とにかく
時間がないという感覚でした．しかし，スプリントWOCでは1回の練習にかかる時間も短く，そこまで
日本で競技を行う感覚と違いがないため，練習以外に自由に使える時間が多かったように思えます．
自由な時間がある分対策にかける時間がとても多く，ストリートビューでテレイン内を歩き尽くしたり，
階層構造を確認したり，予想コースの地図読みを行っていました．

最後に，国際大会の雰囲気に飲み込まれ，実力を出し切れなかった昨年に比べるとWOCに再び
参加できたことで，大きな舞台で自分のレースをする感覚を掴み始めることができたと思います．挑
戦し続けられているのは，ご支援いただいている方や支えてくれる方々のおかげです．ありがとうご
ざいます．

■増澤すず
２度目のスプリントでの世界選手権は，「個人予選通過」を目標に掲げていましたが，達成すること
はできませんでした．
２年前の世界選手権で予選通過への手ごたえを感じ，今大会に出場するにあたっては昨年１０月
のヨーロッパ選手権とEuromeetingへ参加し，世界のレベルを肌で感じるとともに自身のパフォーマ
ンスの向上に努めてきました．また，国内でも強化委員会はじめ様々なクラブの方にスプリントの練
習機会を提供していただき，心より御礼申し上げます．

自身のレース内容としては出し切れたとは程遠く，細かいルートファインディングでミスを重ねてしま
いました．結果を出すことができず本当に悔しいですし，ご支援いただいた皆様に対して申し訳ない
気持ちでいっぱいでなかなか整理ができませんでした．
今後どのように向き合っていくか，まだはっきりと答えを出せてはいませんが，どのような形であれ
関わりを持ち続けていきたいと思います．

ご支援，応援してくださった皆様，ありがとうございました．

■川瀬 智尋
はじめに，今回の大会及び遠征のために多大なるご支援・ご声援をいただき，誠に有難うございま
した．
今回私は，補欠メンバーとして参加させていただきました．国内での対策からトレーニングキャンプ，
本戦まで，日本トップレベルの選手たちが熱い想いをもってスプリントと向き合う姿を間近で見ること
ができ，私にとってはこれまでにない大きな学びになったと感じています．トレキャンでは追走やコミュ
ニケーションを積極的に行い，レース中の感覚やテクニックについて新たな発見をすることも多くあり
ました．本戦で見た海外選手の走りがとても印象に残っています．フィジカルの強さだけでなく，あの
スピードで安定して地図を読みナビゲーションをしているということに驚きました．日本チームのレー
スでは，メンバーひとりひとりの熱い想いをひしひしと感じました．とくに近藤選手のノックアウトスプリ
ント・クオーターファイナルでの走りには胸が高鳴りました．日本女子選手の活躍としてだけでなく，
持っている力を最大限に発揮する技術力や精神力についてもあらためて考える機会となりました．
今大会に参加させていただけたことで，次回のスプリントWOCには選手として出場したいという気持
ちが強くなりました．まだまだ未熟なのでひとつひとつの大会を大切に，今回得た学びを成長につな
げていきたいと思っています．本当に有難うございました．

４. 選手のコメント（4）
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